
　　　　

令和７ 年 2 月 17 日

13 時 分から 17 時 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

節分(豆まき)、クリスマス会、誕生日会、夏の水遊び、夏まつり、おやつ作り、工場見学、卒業式、季節の製作、パソコン、買い物体験、ジャガイモ掘り、REVE畑で夏野菜作り。
月に一度のスナッグゴルフ、卓球教室、リトミック、里山体験、香りのセラピー活動。

家族支援

・子育てに関する困りごとなどの相談援助。・アタッチメントの形成と安定。
・個人面談。・ご家族と情報共有しながら一緒に問題解決を目指す。 移行支援

・地域とのつながり(児童館、地域の方からの学び、行事参加)・ショート
ステイとの連携。

地域支援・地域連携

・学校、関係機関との連携。・地域の方へ、卓球、スナッグゴルフ、蚕、里山
体験、ジャガイモ又はさつまいも掘りの指導をお願いをしていく。 職員の質の向上

・事業所内研修、外部研修の派遣。・行事企画立案、実施。・毎日の振り
返り、反省会。・アンケート実施。・事業所内会議。・ヒヤリハットの周
知徹底、改善。

支　援　内　容

・基本的生活スキルの獲得に整理整頓、準備や片付け、自分の荷物の管理、挨拶、社会のルールを知る。
・学校、家庭等との連携を図りながら健康観察を行う。・衛生管理習得のため毎日の手洗い検温を習慣として定着させる。また、室内換気や温度管理などの環境整備を行う。
・感染症予防のためにアルコール消毒液、使い捨てペーパータオルの設置。
・常に衛生面を意識し設備の点検や改修、衛生管理マニュアルの見直し、玩具の消毒を行う。
・衣服の着脱への声かけ。

・滑り台、トランポリン、ボール遊び、縄跳び等、様々な運動遊びを通して体の動かし方を学び運動の楽しさを感じると共に運動能力の向上につなげる。
・粘土、スライム、アイロンビーズ、リトミック等、感覚活動を通して様々な素材の感触や匂い音などを感じ想像力や思考力を養う。
・空き箱や段ボール、はさみ、定規、ガムテープ等の文具、道具を使って自由工作や季節ならではの製作活動を通して指先を使い集中力や感情を養う。
・自然環境に触れ、５感の刺激を意識し、感受性を育む。

本
人
支
援

・こだわりへの対応。・児童の興味あるものを探り、より自発的に体験し達成感が味わえるような取り組み。・少し苦手なことを頑張ってみる等、課題に向く姿勢や力を養う。
・状況の変化への対応。・視覚、聴覚、触覚、嗅覚など情報入力を行い認知機能の発達を促す。
・季節ならではの製作、壁画、行事を通して季節感を身に付け豊かな心を育てる。
・自分の思いが通らない等で気持ちが安定しない状態のときはペースに合わせて関わり、気持の発散や切り替えの方法を考える。
・自分が「やりたい」と思う気持ちを大切にし、個性や感性を伸ばし、「触れる」「聞く」「見る」など感覚器官を刺激し発達を促す。

・挨拶や感謝の言葉を習慣にする。・帰りの会で振り返りを行い自分の考えを発表する。また、司会者を決め子どもの主体性を育む。
・自己紹介、子ども会議等、話し合いの機会を持つ。
・ボードゲーム、カードゲーム、やり取り遊び等を通して「待つ」「譲る」などの気持ちをコントロールする力を育む。
・ドッチボール、サッカー、鬼ごっこ等、外遊びを通してルールを守りコミュニケーション力を高める。

・仲間作りと小集団活動への参加。・協同遊び、連合遊び等を通して社会性の発達を支援する。・情緒の安定、他者との関わりの形成。
・係の仕事を見やすい位置に書き自分の仕事をやり遂げ、達成感や自信を得る。・地域の方と関わりを持ち様々な人と交流する機会を増やす。
・必要に応じて子ども会議を開き話し合いの機会を持ち自分の意見を相手に伝える。
・帰りの会で司会者を決め子どもの主体性を育む。
・買い物体験を通して、わからないときはお店の人に聞くことを知り、お金に関心を持ちお金の大切さを学ぶ。
・読書コーナーを設置し認知や情緒、社会的な発達を促す。・点つなぎ、塗り絵等を通して、運筆力の向上、集中力、想像力を育む。

支援方針

・基本的生活習慣の定着を図り、体験活動を通してコミュニケーションの力を育みます。
・様々な経験を通して自信をつけ自己肯定感を育みます。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 「一人ひとりを大切に笑顔あふれる楽しい居場所」３つの笑顔　・子どもたちの笑顔　・保護者の笑顔　・スタッフの笑顔

事業所名 REVE 作成日支援プログラム


